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ス
マ
ー
ト
農
業
で
変
わ
る

　

Ｇ
Ｐ
Ｓ
（
衛
星
利
用
測
位
シ
ス
テ
ム
）
を
利
用

し
て
自
走
す
る
ト
ラ
ク
タ
ー
や
、
作
物
の
生
育
状

況
を
撮
影
す
る
ド
ロ
ー
ン
な
ど
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報

通
信
技
術
）
や
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
を
活
用
す
る
こ
と

に
よ
り
、
収
穫
量
の
増
加
や
作
物
の
品
質
向
上

に
つ
な
げ
る
ス
マ
ー
ト
農
業
。
農
作
業
の
省
力
化

に
よ
り
、
担
い
手
の
不
足
や
高
齢
化
な
ど
の
問
題

も
解
決
で
き
る
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

県
で
は
今
年
４
月
、
県
内
の
農
業
法
人
や
大

学
、
農
機
メ
ー
カ
ー
な
ど
で
構
成
す
る
「
福
井
県

ス
マ
ー
ト
農
業
推
進
協
議
会
」
を
設
立
。
農
林
水

産
省
の
実
証
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
採
択
さ
れ
た
３

地
区
に
お
い
て
、
ス
マ
ー
ト
農
業
導
入
の
た
め
の

実
証
実
験
を
始
め
ま
し
た
。

坂
井
市
福
島
地
区

　

水
稲
、
大
麦
、
大
豆
の
３
つ
の
作
物
を
２
年
間

で
栽
培
す
る
「
２
年
３
作
」
で
は
、
水
稲
の
収
穫

と
大
麦
の
種
ま
き
な
ど
の
複
数
の
作
業
が
重
な

り
、
規
模
拡
大
の
障
壁
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
、
自
動
走
行
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
を
活
用
し
て

労
働
時
間
を
３
割
削
減
し
、
収
穫
量
の
１
割
増

を
目
指
し
ま
す
。

鯖
江
市
舟
枝
地
区

　

鯖
江
市
が
ブ
ラ
ン
ド
化
を
目
指
す
「
さ
ば
え

菜な

ば

な

ま

い

花
米
」
。
有
機
肥
料
と
な
る
菜
の
花
の
す
き
込

み
を
自
動
走
行
ト
ラ
ク
タ
ー
で
行
う
ほ
か
、
稲
の

生
育
状
況
を
ド
ロ
ー
ン
で
確
認
。
き
め
細
か
に
管

理
し
、
収
穫
量
を
増
や
し
ま
す
。

小
浜
市
宮
川
地
区

　

畦あ

ぜ

の
草
刈
り
な
ど
平
地
に
比
べ
厳
し
い
農
作

業
が
あ
る
中
山
間
地
域
。
リ
モ
コ
ン
式
の
草
刈

り
機
や
、
肥
料
の
量
を
自
動
調
節
す
る
田
植
え

機
な
ど
を
導
入
し
、
軽
労
化
を
図
り
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
実
証
実
験
の
期
間
は
２
年
。
得
ら

れ
た
デ
ー
タ
か
ら
、
課
題
を
検
証
す
る
ほ
か
、
ス

マ
ー
ト
農
業
機
械
の
実
演
や
研
修
会
を
行
う
な

ど
、ス
マ
ー
ト
農
業
の
導
入
を
推
進
し
ま
す
。

大
規
模
施
設
園
芸
を
広
め
る

　

県
で
は
、
米
に
特
化
し
た
農
業
か
ら
脱
却
し
、

ト
マ
ト
や
青
ネ
ギ
、
イ
チ
ゴ
な
ど
の
園
芸
作
物
の

生
産
に
よ
っ
て
、
農
業
経
営
の
多
角
化
や
所
得
の

増
加
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
特
に
推
進
し
て
い
る

の
が
、
５
千
㎡
級
の
ハ
ウ
ス
に
よ
る
大
規
模
施
設

園
芸
で
す
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
て
ハ
ウ
ス
内
の
温

度
や
湿
度
を
管
理
す
る
こ
と
で
、一
年
中
安
定
し

て
作
物
を
生
産
で
き
ま
す
。

　

県
内
で
稼
働
中
の
大
規
模
施
設
園
芸
の
ハ
ウ

ス
は
、
比
較
的
暖
か
い
嶺
南
地
域
が
12
か
所
で
あ

る
の
に
対
し
、
嶺
北
地
域
で
は
２
か
所
。

　

県
園
芸
研
究
セ
ン
タ
ー
（
美
浜
町
久
々
子
）
で

は
、
大
規
模
施
設
園
芸
を
県
内
全
域
に
広
げ
る

た
め
、
ト
マ
ト
の
生
育
や
収
穫
量
に
つ
い
て
の
研

究
を
推
進
。ハ
ウ
ス
内
の
温
度
や
二
酸
化
炭
素
濃

度
を
管
理
す
る
こ
と
に
よ
り
、一
年
中
安
定
し
た

収
穫
量
を
見
込
め
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
嶺
北
地
域
の
大
規
模
施
設
園

芸
の
ハ
ウ
ス
に
お
い
て
も
、
年
間
を
通
し
た
ト
マ

ト
栽
培
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
さ
ら
な
る
収
穫
量
の
増
大
や
品
質

の
向
上
を
目
指
す
と
と
も
に
、
新
し
く
取
り
組

む
農
業
者
の
応
援
を
行
い
、
園
芸
振
興
の
核
と

し
て
大
規
模
施
設
園
芸
を
推
進
し
て
い
き
ま

す
。

問
園
芸
振
興
課

☎
０
７
７
６
‐
２
０
‐
０
４
３
１  

FAX
０
７
７
６
‐
２
０
‐
０
６
５
０

園
芸
を
楽
し
く
学
べ
る

　

県
民
の
皆
さ
ん
に
、
楽
し
み
な
が
ら
園
芸
に
つ

い
て
学
ん
で
も
ら
う
た
め
、
７
月
20
日
、
県
園
芸

研
究
セ
ン
タ
ー
に
園
芸
体
験
施
設
を
オ
ー
プ
ン

し
ま
す
。

　

メ
イ
ン
施
設
で
あ
る
園
芸
Ｌ

ラ

ボ

Ａ
Ｂ
Ｏ
で
は
、

ト
マ
ト
を
使
っ
た
ピ
ザ
づ
く
り
や
、
マ
イ
ク
ロ
ス

コ
ー
プ
に
よ
る
植
物
・
昆
虫
の
観
察
と
い
っ
た
体

験
教
室
を
行
う
ほ
か
、
野
菜
の
栽
培
講
習
な
ど

を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

展
示
ハ
ウ
ス
で
は
、
天
井
い
っ
ぱ
い
ま
で
育
っ

た
巨
木
ト
マ
ト
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
ほ
か
、
野

草
園
で
は
、
春
・
秋
の
七
草
と
い
っ
た
季
節
の
草

花
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

施
設
内
の
美
浜
町
営
レ
ス
ト
ラ
ン
・
直
売
所

「
こ
る
ぱ
」
は
、
健
康
的
な
メ
ニ
ュ
ー
で
有
名
な

「
タ
ニ
タ
カ
フ
ェ
」
と
提
携
。
旬
の
野
菜
や
果
物

を
使
っ
た
料
理
を
提
供
す
る
ほ
か
、
地
元
の
野
菜

や
特
産
品
を
販
売
し
ま
す
。

　

夏
休
み
に
は
、
ぜ
ひ
園
芸
体
験
施
設
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

福
井
米
の
評
価
を
高
め
る

　

昨
年
本
格
生
産
・
販
売
が
始
ま
っ
た
、
福
井
の

新
た
な
ブ
ラ
ン
ド
米
「
い
ち
ほ
ま
れ
」
。
販
売
店
か

ら
、「
一
番
期
待
し
て
い
る
新
品
種
」
と
評
価
さ
れ

る
な
ど
、
全
国
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、い
ち
ほ
ま
れ
を
日
本
一
の
ブ
ラ
ン
ド
米

に
育
て
、「
福
井
は
お
い
し
い
米
の
産
地
」
と
し
て

県
産
米
全
体
の
評
価
を
高
め
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

今
年
は
、
生
産
量
を
昨
年
の
３
千
ト
ン
か
ら

４
千
ト
ン
へ
と
拡
大
。
販
売
エ
リ
ア
も
、
首
都
圏

や
関
西
・
中
京
圏
に
加
え
、
中
国
地
方
や
九
州
に

も
広
げ
ま
す
。

　

県
外
の
い
ち
ほ
ま
れ
フ
ァ
ン
を
増
や
す
た
め
、

新
た
な
取
り
組
み
も
実
施
。
県
外
の
方
が
福
井

県
へ
ふ
る
さ
と
納
税
を
す
る
と
、
い
ち
ほ
ま
れ

の
栽
培
体
験
が
で
き
る
取
り
組
み
を
始
め
ま
し

た
。
今
年
５
月
に
県
農
業
試
験
場
で
行
わ
れ
た

田
植
え
体
験
に
は
、
兵
庫
県
や
東
京
都
な
ど
か

ら
６
組
が
参
加
。
お
い
し
く
育
つ
よ
う
に
と
、
心

を
込
め
て
苗
を
植
え
て
い
ま
し
た
。

問
福
井
米
戦
略
課

☎
０
７
７
６
‐
２
０
‐
０
４
２
９  

FAX
０
７
７
６
‐
２
０
‐
０
６
４
９

『農業新時代』の実現に向けて
　県では、令和元年度から5年間の農業政策の指針となる「新ふくいの農業基本計画」を、今年３月に

策定しました。基本理念は、「大規模な農業法人や専業農家から小規模農業者まで、すべての農家が

活躍できる『農業新時代』」。スマート農業の導入や大規模施設園芸、「いちほまれ」をはじめとする福

井米の評価向上などを推し進め、儲かる農業・生きがいを持てる農業を目指します。

特 集

いちほまれの田植え体験

杉本知事がＧＰＳ田植え機を体験

ハウスでのイチゴ栽培

園芸体験施設のシンボル「フラワータワー」の植付けを保育園
児がお手伝い

問 

園
芸
体
験
施
設
（
園
芸
研
究
セ
ン
タ
ー
内
）

☎ 

０
７
７
０-

３
２-

０
０
０
９  

FAX 

０
７
７
０-

３
２-

５
２
４
３

所 

美
浜
町
久
々
子
３
５-

３
２-

１

開 

9
時
30
分
～
17
時 

（
７
月
21
日
～
８
月
31
日
は
18
時
ま
で
）

休 

月
曜
日
（
休
日
を
除
く
）
、
休
日
の
翌
日
（
土
日
祝
を
除
く
）
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なくそう！望まない受動喫煙 ～マナーからルールへ～

問  保健予防課  ☎0776-20-0349 FAX20-0643 

たばこを吸わない人が、他の人のたばこの煙を吸い込んでしまう「受動喫煙」。目や喉に痛みが出る、心筋梗塞

や脳卒中、流産・早産の危険性が高くなるなど、喫煙者本人同様、周りの人にも悪影響を及ぼします。

平成30年7月に健康増進法が改正され、受動喫煙を防止する取り組みがマナーからルールへと変わりまし

た。喫煙が禁止されている場所でたばこを吸ったり、灰皿を設置したりすると、罰則の対象となります。喫煙者、

事業者、県民の皆さんでルールを守り、望まない受動喫煙をなくしましょう。

事業者の方へ

屋外の喫煙場所や喫煙専用室を設ける場合には、標識を掲示する、20歳未満の従業員・ 

お客さんの立ち入りを禁止するなど、法令で決められた基準を満たすことが必要です

（既存の小規模飲食店には経過措置あり）。

★事業者が講じるべき措置や、喫煙場所などの設置にかかる助成制度については 

　厚生労働省ホームページ　なくそう！望まない受動喫煙

お知らせ

喫煙場所の標識（例）

規制開始日 対象となる施設 新しいルール

令和元年

７月１日

学校・病院・児童福祉施設

行政機関  など

敷地内は原則禁煙

屋外の決められた喫煙場所でのみ喫煙できます

令和２年

４月１日

上記以外の施設 

（事業所、飲食店、鉄道、旅客船舶  など）

屋内は原則禁煙

屋内の喫煙専用室でのみ喫煙できます

みなさんご一緒に
知事メッセージ

地域ぐるみで子どもを見守りましょう

5月28日に鯖江市惜
せ き い ん

陰小学校で行われた一斉見守り活動「子ども重点見守り

デー」に参加しました。

県では、保護者や地域の見守り隊、自治会、事業所などと協力して、連れ去りなど

の犯罪や、不審者による声掛け事案から子どもたちを守るため、地域ぐるみで見

守り活動を行う「子ども安心県民作戦」を展開しています。

日常生活での大人の思いやりのある行動が子どもたちの安全・安心につながり

ます。みなさんご一緒に、子どもたちを見守りましょう。

見守り活動の実践例

・子どもの登下校時に、玄関先で「おはよう」「お

かえり」と声をかける

・庭の手入れや掃除など、自宅周辺での作業を

子どもの登下校時に合わせて行う

・散歩コースに、通学路や子どもたちの遊び場を

入れる

「子ども安心県民作戦」についてのお問合せは　県民安全課　☎0776-20-0745  FAX20-0633

知事   杉本 達治
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　昭和58年に事業が始まった河内川ダム（若狭町熊

川）が完成し、6月9日に竣工式が行われました。

　昭和28年や平成25年の台風による浸水被害、平成

6年の干ばつによる水不足など、幾度となく水害や渇水

に見舞われてきた若狭地域。河内川ダムの完成により、

河内川・北川の治水面での安全性が向上したほか、水

道・農業・工業用水を安定して確保できるようになりま

した。

　竣工式には大勢の地元の皆さんが参加。ダムを見て

回り、完成を祝いました。

　地域の歴史的魅力や特色を通じて、日本の文化・

伝統を伝えるストーリーを文化庁が認定する「日本

遺産」。石を活用した中世・近世のまちづくりのストー

リーが、5月20日に県内4例目の日本遺産に認定されま

した。

　大量の石を用いて作られた一乗谷朝倉氏遺跡の城

下町（福井市）や、石垣・石畳が続く白山平泉寺周辺（勝

山市）など、石文化を伝える景観が見る人の想像力を

かき立てる点や、まちづくりに使われた笏
しゃくだに

谷石が今で

も見られる点が評価されました。

　4月にリニューアルオープンした「ふくい健康の森」

（福井市真栗町）。子育て世代や若者の利用を促すた

め、アスレチック遊具を新設した「ファミリー健康広場」

や、若者に人気のスケートボードを本格的に楽しむこ

とのできる「スケートパーク」などを整備しました。

　5月19日には、リニューアル記念イベントを開催。ス

ケートパークでは、体験教室とプロのスケートボード

選手によるデモンストレーション演技が行われ、プロ

選手が高度な技を披露すると、周囲から大きな歓声が

上がりました。

　職員が現場で自ら判断し、責任を持って行動する

「徹底現場主義」を実現するため、若手職員10名から

なるチームが、県職員の行動規範となる「クレド」（ラテ

ン語で信条、志の意味）づくりを始めました。5月17日

の第1回チーム会議には杉本知事も参加。福井県の目

指すべき将来像や、クレドを職員に浸透させる方法に

ついて意見を交わしました。

　クレドの施行は8月を予定。クレドに基づき、職員一

人ひとりが県民の皆さんの声に耳を傾け、迅速に課題

を解決していく「県民主役の県政」を目指します。

河
こ う ち が わ

内川ダムが完成
～洪水・渇水に強いまちに～

日本遺産認定！越前・石のまちづくり
～石から読み解く中世・近世～

ふくい健康の森 リニューアル記念イベントを開催
～子育て世代や若者が集う場所に～

若手職員がクレド（行動規範）づくりに着手 

～「県民主役の県政」へチェンジ～

一乗谷朝倉氏遺跡 白山平泉寺旧境内

トピックス ふくい
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応募先 〒910-8580 県広報広聴課  NEWSふくい （住所は記載不要）

※賞品の発送をもって当選発表に代えさせていただき
ます。賞品は8月中に発送する予定です。

検 索検 索福井県広報広聴課ホームページでの応募は

このたび、福井県の新たな広報誌「NEWSふくい」を創刊しました。北陸新幹線の福井・敦賀開業や中部縦貫自動車道の県内全

線開通など、100年に一度の大きなチャンスを迎えている福井県（=越前＆若狭）。そのチャンスを生かし、さらに「その先」や「次

の世代」（=Next Stage）へ未来が開くよう「NEWS （Next Echizen Wakasa Stage）ふくい」と名付けました。

アンケートにお答えいただいた方の中から抽選で、

越のルビーの詰め合わせ

を8名様にプレゼントします。

福井県生まれのミディトマト。大玉トマトよ

りも糖度が高く、ビタミンCやリコピンなど

の栄養素がたっぷり含まれています。

応募締切 令和元年 7月27日(土)

応募方法

❶ 小松菜を5cmくらいにざく切りする。

まいたけを細かく裂く。

玉ねぎをみじん切りにする。

❷ フライパンにバターを溶かし、玉ねぎを炒める。透き通って

きたら、小松菜とまいたけを加えて炒める。しんなりしたら

枝豆を加えてさっと炒める。

❸ ❷に豆乳を加え、沸騰しないように弱火で煮る。塩、こしょ

うで味を調える。

❹ 煮えたら火を止めて粗熱をとり、ミキサーにかけて滑らか

にする。鍋に戻し、沸騰しない程度に温める。

❺ 器に注いで生クリームを回しかける。パセリのみじん切りを

散らして完成！

アンケートの回答と 住所・氏名・年齢・性別・電話番号
を必ず記入の上、郵便はがきまたは県のホームページ
でご応募ください。（お一人１通まで）

お忘れなく

ちょい足し健幸レシピ 検 索検 索★全14レシピをホームページで公開中

「毎日の食事をすべて手作りするのは大変！」という皆さん、忙し

いときは市販のお惣菜を上手に活用しましょう。

お惣菜選びのポイントは、最初に主食（ごはん、パン）を決め、次

に、主食に合った主菜（肉、魚、卵などのたんぱく質源）や副菜（野

菜や乳製品などのビタミン・ミネラル源）を組み合わせること。

薄味のスープやみそ汁を手作りして加えると、塩分を控えつつ、

品数を増やすことができますよ。

上手に活用！市販のお総菜

美活スープ

小松菜 ………………1/2束

まいたけ ………………1/3株

玉ねぎ………………… 大1玉

バター………………… 10ｇ

むき枝豆 …………… 大さじ2

豆乳（無調整） …… 300ml

塩 ……………… 小さじ1/3

こしょう ……………… 少々

生クリーム ………… 大さじ2

パセリ ……………  お好みで

Q1.NEWSふくいを読んだご感想を教えて

ください。

1.大変良い　2.良い　3.普通

4.あまり良くない　5.良くない

Q2.良かった記事を教えてください。

（複数回答可）

１．表紙　　２．特集

３．知事メッセージ　　４．お知らせ

５．トピックスふくい　　６．ふくいインフォ

７．食の國ふくい

Q3.NEWSふくいで今後取り上げてほしい

県政のテーマを教えてください。（自由記述）

Q4.NEWSふくいへのご意見をお願いします。

（自由記述）

編集後記

ふくい食の國
くに

作り方

材料  （2人分・調理時間約20分）

ちょい足し健幸レシピ
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